
 

2008 年 7 月 15 日 

 

マレーシアで環境植林を実施 

 

今般、三菱商事は、地球環境保全に貢献する事業として、マレーシアの２つの地域で環境

植林を新たに開始します。 

 

マレーシア・サラワク州（ボルネオ島）サマラハン管区セリアン地区アペン保護林内にお

いて、新たに環境植林を実施いたします。これは社団法人日本マレーシア協会(*1)がマレ

ーシア政府の要請を受け実施している「ボルネオ島における熱帯雨林再生活動」に当社が

協賛し、エンカバンやカポールなどのフタバガキ科在来種等を 500ha の土地に 5 年間で 10

万本（年間 100ha、2 万本）を植林するものです。 

 

植林の技術指導は日本マレーシア協会が担当し、育苗、植林、雑草刈りなどの具体的な作

業は地元の住民が行います。この環境植林は、日本マレーシア協会がサラワク州で取り組

んでいる熱帯雨林の再生と、地域住民の自立に繋がる試験植林を含めた複合森林整備の研

究と実践を支援するものです。当社の植林が熱帯林の回復と地域社会の活動支援に繋がる

ことを期待しています。 

 

また、三菱商事はセランゴール州にある国立マレーシア農業大学の半島側メインキャンパ

ス内 27ha でも植林研究活動を実施します。当社は、同校のボルネオ島ビンツルキャンパス

内で 1990 年から実施している“熱帯林再生実験プロジェクト”(*2)の横展開として、植生

生態学者の宮脇 昭 横浜国立大学名誉教授の理論（多数の樹種を密植・混植する植樹）に

よる実験植林を実施します。本プロジェクトは一般的には 300～500 年を要する熱帯林の再

生を、わずか 40～50 年程度で目指す画期的なプロジェクトです。都市化が進む半島側にお

いても在来樹種による植林モデルを確立し、開発が進む地域に森林吸収源をつくることを

目指します。 

当社ではマレーシア、ブラジル、ケニアの三大熱帯林地域で熱帯林再生実験プロジェクト

を展開しています。また、本年 11 月には、社員ボランティア等によるエコツアーを実施し、

ボルネオ島ビンツルでの植樹に加え、新規のアペン保護林内とセランゴール州での植樹を

予定しています。 

以  上 

 

 

 

 



 

1. プロジェクトの詳細 

(1) 場所： 

 
 

(2) サマラハン管区セリアン地区アペン保護林の様子： 

 

 

 

UPMビンツルキャンパス 

アペン保護林 

UPMセランゴール州キャンパス



 

(3) 国立マレーシア農業大学メインキャンパスの新規植林サイトの様子： 

  

 

2.その他 

*(1)社団法人日本マレーシア協会について： 

(社) 日本マレーシア協会は、日本とマレーシアの親善友好及び経済協力並びに文化交

流の緊密化に寄与することを目的として、昭和 31 年の発足以来、両国の草の根交流を

促進するための諸活動を行っている、外務省認可の公益法人です。サラワク州での熱帯

雨林再生事業や在日マレーシア留学生に対する援護活動やマレーシアとの経済的・文化

的・人的な交流強化のための親善使節団の派遣、 懇談・文化交流等の諸活動等を実施

しています。 

 

*(2) 熱帯林再生実験プロジェクトについて： 

世界各地における熱帯林の減少は、人類が抱える深刻な環境問題のひとつです。あらゆ

る生物資源の宝庫であり、地球温暖化の原因になる CO2 の吸収源としての役割も大きい

熱帯林が減少することは、世界中の人々の生活環境に計り知れない影響を及ぼしていま

す。 

 

三菱商事は、このような状況認識のもと社会貢献活動の一環として、1990 年、マレーシ

アにて、熱帯林再生実験プロジェクトをスタート致しました。宮脇 昭 横浜国立大学名

誉教授の理論に基づくもので、一般的には 300～500 年を要すると言われる熱帯林の再

生を、わずか 40～50 年で目指すという画期的な実験プロジェクトです。 

 

宮脇方式による同プロジェクトのコンセプトは、「潜在自然植生」という概念に基づく

森林回復・再生です。わかりやすく言い換えれば、「ふるさとの木によるふるさとの森

づくり」ということになります。 

 

土地本来の森を育てるには、リーダーになれる主木が育つことが重要です。宮脇方式で

は、苗木はその土地本来のできるだけたくさんの樹種と不規則に混ぜて植え、それぞれ



 

の木を競争、我慢、共生させるようにして育てるのです。この植樹方法は、植物をより

厳しい条件下に置くことによって潜在的なパワーを引き出し、最も自然に近い土地本来

の森の復元・再生を促していうという考え方によるものです。 

 

それまで不可能というのが定説だった熱帯林の再生ですが、成果は上々。プロジェクト

開始から 18 年経過した現在、実験地に植栽した苗木は高いもので 20m を越す樹木にな

っており、目ざましい生育ぶりを見せています。 

 

三菱商事ではマレーシア、ブラジル、ケニアの三大熱帯林地域で熱帯林再生実験プロジ

ェクトを実施しています。 

 

＊国立マレーシア農業大学ビンツルキャンパス内の植栽地の様子 

 

          

Before Planting (1990) 5 years old (1996) 

10 years old (2001) 17 years old (2008) 
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